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１．まえがき 

本寄書はＳＭＳ－０９－ＮＴＴＥ－０２に対して再度弊社の見解を述べるものである。 

 

２．ＮＴＴＥの確認事項に対する見解 

ＳＭＳ－０９－ＮＴＴＥ－０２では、調査したＩＳＤＮ回線のループ抵抗が８１０オー

ムを越えているとのデータが無く、弊社の指摘（２Ｗでループ抵抗が８１０オームを越

える場合、通常ＩＳＤＮ回線はカッド内の２対を用いて局給電される）に対する反論に

は全くなっていない。 

SMS-09-ACCA-03R1でも指摘したように、芯線径０．６５ｍｍ、０．９ｍｍケーブルを

用いる配線エリアでは、調べる迄も無く、換算線路長２．７ｋｍ以遠でもループ抵抗が

８１０オーム以下になりうる。 

 

３．ＩＳＤＮサービスの契約条件とＩＳＤＮのカッド内収容 

別紙は、総合ディジタル通信サービス（ＩＳＤＮ）の契約約款の抜粋である。 

回線接続装置（ＤＳＵ）に対して給電がされることが明示されている。 

他方、ＩＳＤＮ（２Ｂ＋Ｄ）ディジタル回線終端装置（＝接続装置）に関するＮＴＴ

のテクニカルリクワイヤメントでも、ループ抵抗８１０オーム､給電電流３９ｍＡで動

作することが要求されている。 

また、商用電源停電時でもディジタル電話機１台にはＤＳＵから給電することになっ

ている。 

上述のように、ＮＴＴはＩＳＤＮ回線（ＤＳＵ）に局給電の責任があることは明らか

である。 

２Ｗではループ抵抗が８１０オームを越える場合、カッド内の２対を用いて交換機か

らＤＳＵに対して給電するのが通常の方法である。 

従って、０．４ケーブルの場合、ループ抵抗が８１０オームを越える２．７ｋｍ以遠

ではＩＳＤＮ回線はカッド内の２対を占有することになり、ＤＳＬ回線へのカッド内

干渉源とはなり得ない。 



４．結論 

シミュレーションモデルに０．４ｍｍポリエチレン絶縁ケーブルを用いているのだ

から、２．７ｋｍ以遠ではＩＳＤＮをカッド内干渉源とすべきではない。 

少なくとも、０．４ｍｍケーブル配線エリアの線路長２．７ｋｍ以遠に対するスペ

クトル適合性評価計算ではＩＳＤＮをカッド内干渉源とすべきではない。 

 

以上 


